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１．目指す子ども像について 

・自らの学びを調整する児童とは、 

 

２．研究内容①「対話して学ぶ場の工夫」について 

  ・対話して学ぶ場の工夫とは 

・４つの「対話して学ぶ場」について 

考えの見通し（予想や仮説）と学び方の見通し（学習計画）を持ち、他者との関わりを通して

思考を深めるとともに、常に自己の学習状況を振り返りながら問題解決を図る児童 

「発見の場」「予見の場」「追求の場」「共有の場」の４つの対話を行いながら学ぶ場を設定し、教材・

教具や学習ツール、集団構成などの視点で学習環境を作ること。 



・発見の場において、学習問題を設定した後の A児の振り返り 

 

・Googleジャムボードを用いて、協働的に妥当な考えをつくる対話 

 

３．研究内容②「児童の自己評価の活用」について 

・児童の自己評価の活用とは 

 

 ・考察のルーブリック 

自己評価項目を設定し、問題解決のサイクルの最後に児童が自らの学習状況を評価することで

ある。また、教師が形成的評価を行うことでフィードバック及びフィードフォワードを与える。 



 ・振り返りの視点の提示 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「振り返りの視点」に沿って表現することができている B児の振り返り 

 

・形成的評価を与える 

  

形成的評価の目的 コメントの例 

目標達成に向けて導く・

軌道修正させる 

○○についてどう考えたかも書けるといい

ですね。 

自らの学びを自覚させる  ○○ということを関係づけて考察を考え

ることができていていいですね。  

学んだこと（学習内容）を

価値づける 

○○を調べることで△△が分かったので

すね。 

学びのプロセス（学び

方）を価値づける 

友達の考えと比べながら学びを深めるこ

とができましたね。 

 【振り返りの視点】 

・学んだこと（学習内容、学習方法） 

・次の時間に取り組みたいこと 

・疑問に思ったことやもっとしらべたいこと 

 



 ・形成的評価によって変化した C児の振り返りの変化 

 

 

 

 

 

 

・単元末に学んだ価値を実感する D児の振り返り 

 

 


